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1 工事台帳 

1 鏡部分の計算方法 

 

●粗利の計算方法が｢契約金額－原価計｣の場合 

①見積予算  ＝[原価予算登録]で入力した予算 

 ([現場登録]のF3[管理設定]で選択した予算によりタイトルがかわる) 

②計画粗利率 ＝｛１－（予算額*1÷契約金合計額*2）｝×１００ 

③計画粗利額 ＝契約金合計額*2－予算額*1     

④現在粗利率 ＝｛１－（原価計*3÷契約金合計額*2）｝×１００ 

⑤現在粗利額 ＝契約金合計額*2－原価計*3     

    ⑥坪数    ＝[現場登録]で入力した値、[現場登録]でタイトル名の変更が可能 

⑦㎡数    ＝[現場登録]で入力した値、[現場登録]でタイトル名の変更が可能 

⑧契約金額  ＝[現場登録]で入力した契約金 

⑨契約消費税 ＝[現場登録]で入力した契約消費税 

⑩追加金額金 ＝[現場登録]で入力した追加契約金1～5の合計額 

⑪追加消費税 ＝[現場登録]で入力した追加契約金消費税1～5の合計額 

⑫入金(税込) ＝入金額(工事別入金一覧表参照) 

⑬残 高   ＝契約金合計額*2－入金額 

⑭資金過不足*4＝入金額－原価計 

 

*1 …… 予算額は、[現場登録]で設定された｢予算管理設定｣の金額を集計します。原価予算を複数に登録し

ている場合は、工事の進行状況などに応じて｢予算管理設定｣を適切なものに変更してください。 

 

*2 …… 契約金合計額は、[自社データ設定]の｢工事粗利計算方法｣によって異なります。工事粗利計算方法

が｢入金合計－原価計｣の場合は入金合計、｢完成工事高－原価計｣の場合は完成工事高になります。 

 

*3 …… 原価計は、[自社データ設定]で｢未成工事支出金から入力｣する設定の場合、完成現場の原価の集計

先がF6[形式]により変わります。 

｢完成現場は原価科目から集計する｣がOffの場合は、未成工事支出金を集計します。｢完成現場は原

価科目から集計する｣がONの場合は、工事原価を集計します。 

 

*4 …… 資金過不足は、[自社データ設定]の｢工事情報表示設定｣によって異なります。工事情報表示設定が、

予算残の場合は予算額－原価計、完成工事高の場合は完成工事高累計の金額を集計します。 

工事台帳専用用紙にはすでに｢資金過不足｣と印刷されていますが、ここで｢予算残｣、｢完成工事高｣

を選択した場合はその項目の金額を出力します。 
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2 出来高管理表 

1 F6[形式]が｢発注額基準｣の場合 

【画面左側】 

 

①Ａ：予算額 

[原価予算登録](または[現場登録]のF5[予算額])で登録した予算額を集計します。 

現場登録のF8[予算管理]で指定した(見積予算／実行予算／変更予算)金額です。 

②Ｂ：発注額 

[発注登録](または伝票入力時に摘要欄3行目のF6[新規発注])で登録した金額を集計します。 

F6[形式]の｢消費税集計方法｣より税込、税抜金額になります。 

③Ｃ：請求額計 

伝票で入力した出来高計 

④Ｄ：(Ｂ－Ｃ)未請求額 

発注額－請求額計 

⑤Ｃ／Ｂ：(％) 

請求額計÷発注額×100(小数点以下2桁目四捨五入) 

⑥Ｅ：(Ａ－Ｂ)予算残 

予算額－発注額 

 

 

 

 

①     ②     ③     ④     ⑤   ⑥ 



【画面右側】 

①Ｂ／Ａ：(％) 

発注額÷予算額×100 

小数点以下2桁目四捨五

②Ｆ：追加発注見込 

手入力できます。 

③Ｇ：最終予算残 

予算額－(発注額＋追加発

④(B＋Ｆ)／Ａ：(％) 

(発注額＋追加発注見込)

 

①     ②      ③    ④  
●予定利益＝契約金合計－予算合計

●予算残＝最終予算残合計 

●利益見込＝予定利益－予算残 
3 

 

入 

注見込) 

÷予算額×100(小数点以下2桁目四捨五入) 
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2 F6[形式]が｢出来高基準｣の場合 

【画面左側】 

 

①Ａ：予算額 

[原価予算登録](または[現場登録]のF5[予算額])で登録した予算額を集計します。 

[現場登録]のF8[予算管理]で指定した(見積予算／実行予算／変更予算)金額です。 

②Ｂ：発注額 

[発注登録](または伝票入力時に摘要欄3行目のF6[新規発注])で登録した金額を集計します。 

F6[形式]の｢消費税集計方法｣より税込、税抜金額になります。 

③Ｂ／Ａ(％) 

発注額÷予算額×100（小数点以下2桁目四捨五入） 

例） 4,000,000÷5,000,000×100＝80.0 

④Ｃ：(Ａ-Ｂ)：未発注額 

予算額－発注額 

⑤Ｄ：発注外繰越 

[発注登録]のF3[前期支払]の｢未発注繰越情報｣で入力した出来高と集計期間前の伝票の摘要欄の発注情報

が未入力の未払金伝票の金額 

⑥Ｅ：発注分繰越  

[発注登録]のF3[前期支払]の｢発注繰越情報｣で入力した出来高と集計期間前の伝票の摘要欄の発注情報が

入力されている未払金伝票の金額 

 

 

 

 

 

 

①      ②   ③   ④      ⑤     ⑥ 



5 

【画面右側】  

 

①Ｆ：発注外出来高 

摘要欄の発注情報が未入力の未払金伝票 

自動未払金仕訳伝票([出来高査定表]のF11[未発注追加]で入力した査定情報から起票) 

②Ｇ：発注分出来高 

摘要欄の発注情報を入力済の未払金伝票 

自動未払金仕訳伝票 

③Ｈ：累計出来高（Ｈ）(Ｄ+Ｅ+Ｆ+Ｇ)) 

発注外繰越＋発注分繰越＋発注外出来高＋発注分出来高 

④Ｈ／Ｂ：(％) 

累計出来高／発注額×100(小数点以下2桁目四捨五入) 

⑤Ｉ：未出来高 

※ F6[形式]でチェックを入れた場合のみ以下のどちらかの計算方法で表示します。 

＜計算方法＞ 

・発注外を含む(Ｂ-Ｈ) 

・発注外を含まない(Ｂ-Ｅ-Ｇ) 

⑥Ｊ：予算残 

※ F6[形式]でチェックを入れた場合のみ以下のどちらかの計算方法で表示します。 

＜計算方法＞ 

・発注額基準(Ｃ-Ｄ-Ｆ) 

・出来高基準(Ａ-Ｈ) 

 

 

 

①      ②     ③    ④   ⑤     ⑥ 
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3 工事別支払管理表 

指定された現場の工種ごとの支払状況(発注額・出来高・支払発生額・支払額・支払残高)を業者別に出力しま

す。 

[伝票入力]で入力された工種・業者・発注No.で集計されます。 

期をまたぐ工事の場合、[現場登録]で前期迄の支払発生額・支払額を登録しておかないと、正しい金額が出

力されません。 

※未払金 ･･･ [自社データ設定]の｢工事未払金｣｢その他未払金｣に指定した科目 

 

【画面左側】 

 

①発注額(A) 

発注登録(または伝票入力時に摘要欄3行目のF6[新規発注])で登録した金額を集計します。 

②繰越出来高    

発注登録のF3[前期支払]の｢未発注繰越情報｣で入力した出来高 

発注登録のF3[前期支払]の｢発注繰越情報｣で入力した出来高 

集計開始日より前に起票した工事未払金伝票 

③当該出来高 

集計期間中に起票した工事未払金伝票 

④仮払消費税 

発注登録のF3[前期支払]の｢未発注繰越情報｣で入力した仮払消費税 

集計期間中に起票した工事未払金伝票の消費税 

⑤支払発生額(B) 

繰越出来高＋当該出来高＋仮払消費税 

 

 

 

 

①     ②      ③     ④     ⑤  
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【画面右側】 

 

①前回支払額 

[発注登録]のF3[前期支払]の発注繰越情報の支払額 

[発注登録]のF3[前期支払]の未発注繰越情報の支払額 

集計開始日より前に起票した支払伝票 

②今回支払額 

集計期間中に起票した支払伝票 

③支払累計額(C) 

前回支払額＋今回支払額 

④支払残高(B-C) 

F6[形式]により選択できます。 

・支払発生額－支払累計額 

・発注額－支払累計額 

 

 

 

 

 

 

  ①     ②     ③     ④  
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4 工事別入金一覧表 

指定された現場の契約金と入金額の対比を出力します。 

あわせて完成工事未収入金の残高も表示されます。 

・工事未収金 ･･･ [自社データ設定]の｢工事未収金科目｣に指定した科目 

・仮受消費税 ･･･ [消費税項目設定]の｢仮受消費税科目｣に指定した科目 

 

【画面左側】 

 

① 約金  

・契約金    ･･･ [現場登録]のF3[契約金]で入力した契約金額 

・追加契約金 ･･･ [現場登録]のF3[契約金]で入力した追加契約金1～5までの合計額 

・合計    ･･･ 契約金＋追加契約金 

※ F6[形式]で｢消費税分割表示する｣にした場合は下段に消費税額を表示する。 

 
 

②工事未収金／入金額  

上段が工事未収金、下段が入金額となります。 

＜上段＞   

・期間前金額･･･ [前期工事原価入力]で入力した工事未収金と集計期間前の工事未収金の仕訳 

・期間内金額･･･ 集計期間内の工事未収金の仕訳 

＜下段＞ 

・期間前金額･･･ [現場登録]で入力した前期迄の入金額と集計期間前の入金の仕訳 

・期間内金額･･･ 集計期間内の入金の仕訳 

  ①   ② 
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入金となる仕訳  

借方 貸方 

完成工事値引高 未成工事受入金 

貸方で挙げた科目以外の科目 完成工事高 

 工事未収金 

 仮受消費税 

 ※兼業売上は× 

 

 マイナスで計上される仕訳  

借方 貸方 

未成工事受入金  

完成工事高 借方で挙げた科目以外の科目 

仮受消費税  

未成工事受入金値引高  

完成工事値引高  

工事未収金  

※売上戻り(兼業売上値引)は×  

 

 

【画面右側】 

 

③未入金額 

未入金額 ＝ 契約金合計－入金額合計金額 

※ 完成工事値引高がある場合、そのままでは未入金残が残ります。 

  契約金をマイナスしてください。 

 

④入金状況 

入金状況(％) ＝ 入金額合計金額÷契約金合計×100(小数点以下2桁目四捨五入) 

例） 10,800,000÷27,000,000×100＝40.0 

 ③   ④ 
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5 出来高査定表 

【画面左側】 

 

①発注額 

 [発注額登録]で登録した発注額です。 

②発注額残高 

 発注額－(前回迄の査定額＋今回査定額＋査定額消費税) 

③前回迄の査定額 

 前回まで発生している工事未払金の額を表示します。 

 

【画面右側】 

 

①今回請求額 

 発注に対して業者からの今月分の請求額を手入力します。 

②査定割合 

 今回請求額に対しての今回の査定割合を手入力します。 

③査定額 

 今回請求残高に対して査定を行い、金額を入力します。 

④査定額消費税 

 F6[形式]により、自動計算する場合は消費税額を自動計算します。 

①      ②     ③  

①     ②     ③      ④  
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発注がある場合は、[発注登録]の科目により、消費税額が自動生成するかどうか決定します。[勘定科目登

録]で借方消費税区分に510、511、512、513、610、611、612、613、710、711、712、

713が設定されている科目が対象となります。 

未発注(発注No.00000000)の場合は、｢今回請求額｣欄でF9[科目]をクリックし、科目を指定して｢今回請

求額｣を入力すると、指定した科目により、消費税額を自動生成するかどうか決定します。科目を指定せず

に入力する場合は、消費税が発生する科目かどうかの判断がつかないため、消費税は自動生成しません。 
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6 支払決定書[発注別] 

1 振込・手数料、手形・印紙税の算出方法 

(1) F6[形式]で｢業者別にまとめる｣になっている場合 

 

 

 

①未払金(残高)･･･請求期間前の残高 

②未払金(今回)･･･請求期間内の工事未払金の額 

業者でまとめる設定の場合は、画面に振込手数料、

印紙税額は表示されません。修正する場合は、

F11[金額設定]で修正できます。 

① 

② 

合計欄にでます。 



(2) F6[形式]が｢発注ごとで算出する｣になっている場合 

 

 

●

●

業者でまとめて判定 

安全協力会費の対象額の業者合計が[業者登録]の適用金

額以上であれば、全ての発注行に安全協力会費の算出を

行います。 

発注ごとに判定 

各発注行ごとに、安全協力会費の対象額が[業者登録]の

適用金額以上であれば、安全協力会費の算出を行いま
13 

 

 

発注ごとに算出する設定の場合は、発注ごとに振込

手数料、印紙税額が表示されます。 

修正も直接できます。 

す。 
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●安全協力会費の計算 

安全協力会費の計算は、発注が未発注の場合、[業者登録]の安全協力会費率から計算されます。発注番号

が入っている場合は、各発注で登録されている安全協力会費率から計算されます。 
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7 支払決定書[業者別] 

1 安全協力会費、手形の算出方法 

(1) 条件 

 

[発注登録]  

発注No.00000001 協力会費5.00 

 手形率 50.0 現金率 50.0 

発注No.00000002 協力会費5.00 

 手形率 0.0  現金率 100.0 

[業者登録] 

○端数処理 切捨て 

○安全協力会費率 5.00/1000 

○安協費適用金額 300,000 

○手形率・2段階切替 

100,000以上の場合･･･手形率 50.0 現金率 50.0 

100,000以下の場合･･･手形率  0.0 現金率 100.0 
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(2) F6[形式]で｢発注別に積み上げて算出する｣にチェックが入っている場合 

 

 

 

 

◎

1.未

2.発

3.発

安協

りま

その

す。

◎手形の計算◎ 

1.未発注の未払金 216,000  

2.発注No.1の未払金 216,000  

3.発注No.2の未払金 324,000  

1は未発注なので[業者登録]を、2、3はそれぞれの[発

注登録]の率をみます。 

そのため、手形が216,000となります。) 
安全協力会費の計算◎ 

発注の未払金 216,000 

注No.1の未払金 216,000 

注No.2の未払金 324,000 

費適用金額が300,000なので、1、2は対象にな

せん。 

ため、324,000×5/1000で1,620となりま
  



(3) F6[形式]で｢発注別に積み上げて算出する｣にチェックが入っていない場合 

 

 

 

 

 

1.未

2.発

3.発

発注 者

登録 な

ので

756

1.未

2.発

3.発

発注 者

登録

その ま
◎安全協力会費の計算◎ 

発注の未払金 216,000 

注No.1の未払金 216,000 

注No.2の未払金 324,000 

別に積み上げない場合、未払金の合計金額に[業

]の率を掛けます。安協費適用金額が300,000

、対象になります。 
,000×5/1000で3,780となります。 す。
◎手形の計算◎ 

発注の未払金 216,000  

注No.1の未払金 216,000  

注No.2の未払金 324,000  

別に積み上げない場合、未払金の合計金額に[業

]の率を掛けます。 

ため、手形が752,220×0.5=376,110となり
17 

(端数処理は切捨て) 
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8 銀行振込処理 

 

 

①会社銀行 

 [業者登録]で登録されているから集計しています。 

②支払予定日 

 [支払決定書]の支払予定日(振込)です。 

③振込日 

 振込みする日です。 

④合計支払額 

 [支払決定書]の振込額です。 

⑤今回振込額 

 支払合計額－振込手数料 

⑥振込手数料 

[会社銀行登録]のF6[振込手数料]から集計します。 

 

 

 

 

 

④ 

⑤ 

⑥ 

① 

② 

③ 
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